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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は現代日本で増加する移民に宗教組織がどのように対応しているのか実
証的に明らかにすることである。主な調査対象は移民の拠点となっているキリスト教系組織、イスラーム系組織
などの宗教組織である。この他、国際交流を目的としたアソシエーションの調査をすることで市民社会と信仰に
基づく移民集団との関わりの実態が把握できた。本研究の結果、宗教組織内での多文化共生については一定程
度、図られていることが確認できたが、宗教組織外における多文化共生の実現に課題が多くあることが確認でき
た。本研究の最大の成果は『現代日本の宗教と多文化共生』という書籍を刊行することができたことである。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to empirically clarify how religious 
organizations are responding to the increasing number of immigrants in contemporary Japan from the 
perspective of multicultural coexistence.
The main targets of the survey are religious organizations, such as Christian and Islamic 
organizations, that serve as bases for immigrants. In addition to this, by surveying associations 
for the purpose of international exchange, we were able to grasp the actual state of relations 
between civil society and faith-based immigrant groups. As a result of this research, we were able 
to confirm that a certain degree of multicultural coexistence has been achieved within religious 
organizations, but that there are many issues to be addressed in realizing multicultural coexistence
 outside of religious organizations. The greatest achievement of this research was the publication 
of a book entitled "Religion and Multicultural Coexistence. in Contemporary Japan.

研究分野：宗教学、社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究プロジェクトの学術的意義は、地域社会をフィールドに設定することで、多文化共生をはじめとする移民
研究と宗教社会学における移民研究の接合が実現できたことである。学際的なプロジェクトであったため、社会
学を中心に文化人類学、宗教学、社会福祉学における知見を総合することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
⑴ 日本では 1990 年代以降、ニューカマーと呼ばれる移民が右肩上がりに増加している。一方
で、社会統合に向けた本格的な移民政策は取られておらず、生活につきまとう様々なリスクを移
民の当事者が引き受けざるを得ない状況がある。したがって彼らはエスニック・コミュニティを
形成することが少なくなく、中には宗教組織それ自体が移民の生存を支える重要な社会資源に
なっていることもある。これまでの多文化共生の研究では移民が集う宗教組織の社会的役割を
ほとんど扱ってきておらず、その実態が十分に明らかにされてこなかった。 
 
⑵ 日本は先進国のなかでは移民の数が少ない。日本政府は日本国籍をもたない移民のことを「在
留外国人」と呼んでいるが、その数は 2015 年の時点で約 220 万人となっている。2016 年におけ
る日本の全人口に占める移民の割合は 2%弱で、OECD 諸国のなかでは低い水準である。移民受け
入れ国として有名なオーストラリアやカナダは 20%を超えているし、アメリカ合衆国、ドイツ、
フランス、イギリスといった先進主要国も 10%を超える。これらの国と比較すると、まだまだ日
本は移民の存在感は小さいが、1959 年の調査開始以来、最多を記録している。 
日本では 1980 年代に入るとパブやスナックで就労するフィリピン人女性が増加した。また建
設・製造業の労働力不足を補うべく、パキスタン、イラン、バングラデシュといった国々の男性
が増加した。さらに結婚難に悩む農村では男性の配偶者としての中国人やフィリピン人の外国
人花嫁が増加した。このように新しいタイプの移民の増加は宗教状況にも変化をもたらした。社
会学者の三木英と櫻井義秀は、ニューカマーと呼ばれる移民の宗教の広がりが「宗教多元化」を
もたらしていると指摘した［三木・櫻井編 2012］。ただし、ニューカマーは「顔の見えない定住
化」［梶田・丹野・樋口 2005］を経験していることが少なくない。そのため、彼らが宗教とどの
ように結びついているのか、一般的には知られていない。つまり、「見知らぬ隣人の宗教」［三木・
櫻井編 2012］とみなされる傾向があった。 
 
⑶ 一方、宗教と関わりの深い組織が日本における難民支援・移民支援を担ってきたという事実
もある。とりわけ、市民団体による活動が成熟する前の段階において果たした役割は大きい。こ
のように日本において移民と宗教が強く結び付くことが、ある場合には主流社会と距離のある
飛び地のような空間（ethnic enclave）を生み出し、またある場合には多文化共生社会の推進力
となる。ただし、これまでの国内の研究において、移民が関わる宗教が果たす機能を論じたもの、
多文化共生と関連から論じたものはほとんどなかった。 
 
 
２．研究の目的 
⑴ 本研究の目的は現代日本で増加する移民に宗教組織がどのように対応しているのか実証的に
明らかにすることである。主な調査対象は移民の拠点となっているキリスト教系組織、イスラー
ム系組織などの宗教組織である。 
 
⑵ この他、国際交流を目的としたアソシエーションの調査をすることで市民社会と信仰に基づ
く移民集団との関わりの実態を把握することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
⑴研究の方法は大きく 2つに大別される。一つは先行研究のレビューである。移民と宗教に関す
る研究はアメリカ合衆国と EU で盛んに進められているため、双方の先行研究に目を配り、特徴
の違いを捉え、何が論点になっているかを明らかにした。 
 
⑵ もう一つの研究方法は実地調査である。本研究では主に移民が多く集うキリスト教の教会と
イスラム教のモスク・マスジドを調査し、活動に関する参与観察をおこなった他、キーパーソン
へのインタビューを実施した。また、移民の社会統合を向けた諸活動をおこなう国際交流協会の
インタビューも実施した。 
 
 
４．研究成果 
⑴ 先行研究のレビューから把握できた重要な知見は以下の通りである。アメリカでは宗教が移
民の社会統合を促進する「橋」の役割を果たしがちであるのに対し、EU では宗教が移民の社会
統合を阻害する「壁」の役割を果たしがちであることがわかった［Foner and Alba 2008］。米国で
は移民の宗教が単に避難所として機能するだけではない。社会的地位を確保したり、社会階層を
上昇させたり、市民としてのスキルを高めたりと、様々な正の機能を果たしている。国民の大多
数が信仰を持ち、宗教に対する信頼度も高い米国では、信仰活動や、宗教にちなんだコミュニテ



ィ活動に参加することで移民が「アメリカ人になる」という側面がある。一方、ヨーロッパ諸国
では、米国とは異なり、移民が関わる宗教は解決（solution）ではなく問題（problem）だと見な
される傾向がある。ヨーロッパ諸国の移民の多くはムスリムであり、移民の宗教に関する研究も
イスラームに偏重している。そしてムスリムが、社会統合への障壁や挑戦、主流の制度や慣行と
の葛藤の源泉と分析されることが少なくない。ヨーロッパ諸国では移民の宗教が既存の価値や
社会統合を脅かすものとみなされ、差別や偏見も強い。また地域社会における古くからの住民と
ニューカマーであるムスリムとの軋轢も顕在化している。 
 
⑵ 一連の実地調査研究から把握できたことは以下の通りである。日本においては宗教組織が移
民の生活の安定化を支える重要な社会資源になっている。日常的には文化や言語を継承する場
として機能しており、不況や災害などの非常時には支援活動の拠点になることがわかった。また
同胞を支援する場所としてだけでなく、異なる信仰を持つ社会集団に対する支援を提供する場
合も少なくないことがわかった。移民が多く集う宗教組織の中には単一のエスニシティで構成
されるケースもあるが、複数のエスニシティで構成されるケースもある。本研究では前者をモノ
エスニックな宗教組織、後者をマルチエスニックな宗教組織と呼び、とりわけ後者において日常
的な多文化共生の営みが見られることを明らかにした。こうした営みを＜宗教組織内＞多文化
共生という概念で説明した。とりわけカトリック教会の場合は、宗教組織内の多文化共生を推進
するための指針を明確に持っており、いくつかの中核的な拠点では支援業務にあたる専従者を
配置してソーシャルワークを実施していることがわかった。 
移民が多く集う宗教組織の一部は地域社会における多文化共生を牽引する担い手とみなしう
る活動をおこなっているが、地方自治体や国際交流協会との連携はさほど密ではなく、政策上も
重要なカウンターパートとは未だみなされていないことが明らかになった。地方自治体や国際
交流協会が移民の信仰に対する適切な知識を身につけ、宗教組織との協働可能性を図っていく
ことは今後の多文化共生社会の実現に向かって最重要課題であることが一連の調査から導き出
された結論である。 
本研究の主な成果は研究代表者と研究分担者が編者を務めた『現代日本の宗教と多文化共生 
―移民と地域社会の関係性を探る』（2018 年、明石書店）にまとめた。その後、研究成果を国内
外の学会で発表してきた。2019 年度の後半から 2020 年度にかけては新型コロナウイルスの深刻
化に伴い、予定していた社会調査、学会発表の中断を余儀なくされた。研究期間は終了したが、
研究成果は 2021 年度以降にも発表していく予定である。 
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